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宇治、平泉そして鎌倉

世界遺産登録1周年記念シアタ

ーフォーラム

開催｢王朝の夢、東へ｣

3月17日(日)文化センターで

コ

問い合わせ：社会教育課(a内線2617)

　
宇
治
上
神
社
と
平
等
院
は
、

平
安
時
代
の
建
築
や
彫
刻
、
絵

画
、
庭
園
の
様
式
を
今
に
伝
え

る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
美
し

さ
で
お
よ
そ
千
年
の
間
、
人
々

を
引
き
付
け
て
き
ま
し
た
。
両

社
寺
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
お
よ
そ
一
年
。

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
登
録

一
周
年
を
記
念
し
て
、
三
月
十

七
日
圓
、
午
前
十
時
半
か
・
り
午

後
四
時
半
ま
で
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
、
映
像
と
歴
史
劇
、

討
論
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ア
タ

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
王
朝
の
夢
、
。

東
へ
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
定
員
は
千
三
百
人
。
入
場
は

無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要

で
す
。
整
理
券
は
各
公
民
館
、

歴
史
資
料
館
で
受
け
取
っ
て
い

た
だ
く
か
、
市
役
所
社
会
教
育

課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ

往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
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に
見
た
奥
州
藤
原
氏
の
文
化
は

頼
朝
に
強
い
衝
撃
を
与
え
ま
す
。

頼
朝
は
平
泉
の
諸
寺
院
を
モ
デ

ル
に
鎌
倉
に
永
福
寺
（
よ
う
ふ

く
じ
）
を
建
立
し
ま
す
。

　
宇
治
に
花
開
い
た
王
朝
文
化

は
、
遠
く
平
泉
の
地
へ
、
そ
し

て
鎌
倉
へ
と
、
時
代
を
代
表
す

る
歴
史
都
市
へ
次
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
部
構
成
。

第
一
部
は
「
酋
饗
れ
な
落
・

平
泉
・
鎌
倉
」
と
題
し
、
現
地

で
発
掘
調
査
に
携
わ
る
研
究
者

が
最
新
の
発
掘
成
果
を
紹
介
し
、

浄
土
系
寺
院
の
姿
や
各
都
市
の

…
…
…

｝
歩

二
一

｀
ｆ
ん

こ
喊

イ
メ
ー
ジ
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
き
ま
す
。

市制施行45周年

　
ま
た
、
午
後
の
第
二
部
は
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
豊
富

な
鋏
像
資
料
や
歴
史
劇
な
ど
ド

ラ
マ
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
構

成
。
浄
土
庭
園
が
宇
治
か
ら
平

泉
、
鎌
倉
へ
と
伝
承
さ
れ
た
史

実
と
、
「
貴
族
社
会
」
か
ら

「
武
家
社
会
」
へ
の
大
き
な
時

代
の
変
遷
と
を
絡
め
、
三
都
に

生
き
た
人
々
の
「
浄
土
へ
の
夢
」

を
検
証
し
ま
す
。
主
な
出
演
者

は
作
家
の
永
井
路
子
さ
ん
、
歴

史
学
者
の
入
開
田
宣
夫
東
北
大

学
教
授
、
朧
谷
寿
同
志
社
女
子

大
学
教
授
、
司
会
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
高
井
真
理
子
さ
ん

ほ
か
で
す
。

○○

完成記念祝賀大会
3月24日(日)

新しい宇治橋へ行ってみよう

　
三
月
二
十
八
日
の
新
宇
治
橋
開
通
に
先

立
ち
、
二
十
四
日
旬
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
完
成
記
念
祝
賀
大
会
が
新
宇

治
橋
の
上
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
六
十

年
振
り
に
架
け
替
え
ら
れ
る
宇
治
橋
の
完

成
を
地
元
市
民
み
ん
な
で
お
祝
い
し
よ
う

と
、
各
種
団
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

が
実
施
す
る
も
の
。

　
当
日
は
花
火
の
打
ち
上
げ
を
合
図
に
、

パ
レ
ー
ド
、
三
の
間
か
ら
の
名
水
汲
み
上

げ
、
太
鼓
・
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
、
稚
児

行
列
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
大
綱
引
き

大
会
や
、
俳
句
大
会
、
記
念
絵
は
が
き
の

販
売
、
お
茶
席
や
模
擬
店
の
出
店
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
内
容
で
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
三
月
一
日
吻
、
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
市
制
Ｓ

行
四
十
五
周
年
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。
式
典
で
は
毎
年
、

こ
れ
ま
で
市
政
の
発
展
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
人
・
団
体
を
市

政
功
労
者
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
人
・
団
体

を
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
と
し
て
表
彰

し
て
い
ま
す
。
今
回
表
彰
や
感

謝
状
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」

　
市
で
は
近
く
、
八
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」

と
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
わ
が

家
の
防
災
読
本
』
を
発
行
し
ま

す
。

　
今
年
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
」
で
は
市
内
の
文
化

財
を
写
真
で
紹
介
。
ま
た
、
市

の
行
事
や
税
の
納
期
、
予
防
接

種
や
健
康
診
査
な
ど
の
年
間
日

程
、
各
種
相
談
案
内
な
ど
を
掲

載
し
、
見
や
す
く
親
し
み
や
す

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
わ
が
家
の
防
災
読
本
』
に
は
、

地
震
・
火
災
・
風
水
害
へ
の
備

え
や
発
生
時
の
対
処
方
法
、
地

域
の
安
全
を
守
る
自
主
防
災
組

織
の
活
動
内
容
、
災
害
時
避
難

施
設
の
位
置
図
な
ど
を
掲
載
。

万
一
の
際
の
手
引
と
し
て
保
存

し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
一

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
に
は
各
町
内
（
自

治
）
会
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
届
け
す
る
予

定
で
す
（
会
長
さ
ん
の
手
元
に

は
い
ず
れ
も
三
月
半
ば
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
）
。
町
内
（
自

治
）
会
に
加
入
し
て
い
な
い
ご

賜云云

家
庭
は
、
は
が
き
か
電
話
、
来

庁
で
市
役
所
広
報
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
月
中
旬
に
各
公
民

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ト
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
槙
９
　
管
理
事
務
所
に

も
置
き
ま
す
の
で
、
各
窓
口
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
〈
市
政
功
労
者
〉

▽
自
治
功
労
者
…
鬼
界
安
一
、

菅
野
唯
七
、
長
村
幸
子
、
久
保

見
チ
エ
、
森
田
フ
サ
エ
、
永
田

瑛
子
、
林
静
子

▽
篤
志
者
…
㈱
ボ
ナ
ビ
取
締
役

社
長
森
下
富
雄
、
㈱
宇
治
葬
祭

駕
辰
代
表
取
締
役
木
村
皇
宮
、

大
相
撲
宇
治
場
所
実
行
委
員
会

会
長
三
浦
靖
憲
、
卸
南
京
信
平

田
佐
吉
財
団
理
事
長
久
保
一
雄

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
長
・
：
大

石
省
三
、
岩
井
武
二
、
太
田
正
雄

▽
永
年
勤
続
職
員
…
鋳
山
陽
子

ほ
か
3
5
人

▽
集
会
所
管
理
者
・
：
宮
下
惣
次
、

玉
田
勝
一
、
西
村
健
司

▽
環
境
保
全
審
議
会
委
員
・
：
角

屋
睦
、
中
村
英
一

▽
市
医
…
関
浩
、
小
田
部
築
助
、

松
下
嘉
和
、
斎
藤
三
朗

▽
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
・
：
前
川
桂
子
、
杉
本
一
義
、

青
山
一
雄
、
吉
原
猛

▽
土
地
買
収
評
価
委
員
会
委
員

・
：
治
村
徹
也
、
高
木
達
夫
、
中

本
三
男

▽
都
市
計
画
審
議
会
委
員
…
上

田
篤
、
辻
四
郎

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
：
吉

潭
耕
作
、
吉
潭
義
則
・

▽
学
校
歯
科
医
：
永
谷
光
孝

▽
学
校
眼
科
医
…
中
島
周
子

▽
図
書
館
協
議
会
委
員
・
：
前
川

桂
子

▽
少
年
補
導
委
員
…
梅
村
括
伸
、

福
島
宏
子
、
藤
田
か
づ
江

▽
民
生
・
児
童
委
員
…
西
野
道

子
、
井
上
要
一
郎
、
督
壽
之

▽
町
内
・
自
治
会
長
…
中
村
明

正
、
松
本
義
男
、
林
貞
吉
、
高

原
孜
行
、
前
田
至
弘
、
駒
井
泰

一
、
岩
城
政
男
、
吉
田
憲
一
、

南
郷
公
康
、
金
井
和
夫

▽
市
政
に
協
力
の
あ
っ
た
団
体
・

個
人
…
御
園
目
治
会
、
三
室
戸

町
内
会
、
大
和
田
区
自
治
会
、

折
居
台
自
治
会
、
東
小
倉
連
合

町
内
会
、
松
井
清
人
、
飯
田
武

男
、
宇
治
市
公
認
上
・
下
水
道

協
同
組
合
、
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
セ
ン
タ
ー

○○

▽
教
職
員
・
：
宮
宇
地
祥
代
ほ
か

2
1
人

　
〈
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
〉

▽
優
秀
団
体
賞
…
立
命
館
宇
治

高
等
学
校
女
子
陸
上
競
技
部
、

冤
道
高
等
学
校
女
子
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
チ
ー
ム

▽
優
秀
選
手
賞
…
西
川
智
之
・

渋
谷
公
二
（
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
ア
イ

ン
グ
）
、
塩
田
浩
一
（
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
）
、
木
村
洋
子
（
武
術
太
極

拳
）
示
野
田
純
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
賞
…
○
団
体
＝
東

宇
治
中
学
校
陸
上
競
技
部
女
子

低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

チ
ー
ム
、
宇
治
中
学
校
陸
上
競

技
部
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
、
南
宇

治
中
学
校
女
子
卓
球
部
Ｏ
個
人

＝
高
山
典
子
・
奥
田
康
博
・
野
村

紘
子
（
水
泳
）
、
玉
置
友
子
・
笹
井

俊
伸
・
奥
村
真
・
中
田
靖
子
（
陸

上
）
、
善
家
康
成
・
橋
本
達
矢

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
、
鈴
杢
乏
・

片
山
恵
理
・
片
山
裕
・
中
田
絵
理

子
・
鈴
木
博
恵
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

▽
功
労
賞
…
谷
口
頁
（
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
）
、
千
賀
裕
司

（
市
卓
球
協
会
）
、
本
間
彰
雄

（
市
テ
ニ
ス
協
会
）
、
栗
田
淳
二

（
市
中
学
校
体
育
連
盟
）
、
辻
久

（
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
、
竹

内
進
・
松
生
利
春
（
市
軟
式
野

球
連
盟
）
、
吉
田
新
治
（
市
体

育
指
導
委
員
・
故
人
）

◆
宇
治
市
政
だ
よ
り
３
月
1
1
日
号
は
、
３
月
1
0
日
㈲
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
。
◆

5
9

5

新宇治橋開通

宇
治
、
平
泉
そ
し
て
鎌
倉

　
お
よ
そ
八
百
年
前
、
京
都
や

宇
治
に
花
開
い
た
王
朝
文
化
の

美
を
、
遠
い
東
の
地
に
再
現
し

よ
う
と
し
た
人
た
ち
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
氷
川
藤
原
氏
で
す
。

彼
ら
が
建
て
た
毛
越
寺
（
も
う

つ
う
じ
）
や
、
平
等
院
を
モ
デ

ル
と
し
た
無
量
光
院
（
む
り
ょ

う
こ
う
い
ん
）
は
、
ま
さ
に
奥

州
平
泉
の
地
に
開
い
た
王
朝
文

化
の
華
で
し
た
。
そ
の
後
、
奥

州
藤
原
氏
は
源
頼
朝
に
よ
っ
て

滅
ぼ
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
と
き

3
月
1
日
市
制
施
行
記
念
日
に

自
治
功
労
者
な
ど
を
表
彰

祝

囲特別事業対策室(a内線2414)･宇治商工会議所(a23･3101)

もうす

ぐ

できま

す

8
年
度
版

防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
わ
が
家
の
防
災
読
本
」

自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

保
険
料
率
改
定
な
ど
を
答
申

　
市
は
二
月
七
日
、
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
片

上
哲
也
会
長
）
か
ら
保
険
料
率
改
定
を
含
む
八
年
度
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、
三
月
市
議
会
に
、
国
民
健
康
保

険
条
例
改
正
案
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
国
保
事
業

の
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
加
入
者
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

政市
1
1
1
1
　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

11
1
1
1
1
1
加
入
者
の
健
康
を
守
る
大
切
な

1
1
1
1
1
1
制
度
で
あ
り
、
加
入
者
の
皆
さ

－ｍ
ん
が
納
め
る
保
険
料
な
ど
に
よ

－ｍ
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

‐一
か
し
近
年
、
医
療
技
術
の
高
度

一
化
や
診
療
報
酬
の
改
定
、
更
に

‐ｍ
は
医
療
費
の
高
い
高
齢
者
の
加

－ｍ
入
割
合
の
増
加
に
よ
り
、
医
療

－
」
費
支
出
が
増
加
。
そ
の
上
、
保

ｍ
険
料
収
入
は
長
引
く
不
況
乃
影

治
一

　
・
－

　
　
Ｉ

　
　
－

宇
」

　
　
－

号9
0

1
0

第

響
で
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
市
の
国
保
会
計
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
「
国
保

運
営
安
定
化
計
画
」
を
策
定
し
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
安
定
運

営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

「
国
保
財
政
調
整
基
金
」
を
設

置
す
る
な
ど
、
事
業
の
長
期
的

な
安
定
運
営
の
土
台
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
七
年
度
も
累
積
収
支
の

黒
字
は
辛
う
じ
て
維
持
さ
れ
る

見
通
し
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
八
年
度
は
確
実
に
赤
字
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
。

　
加
人
者
が
安
心
し
て
医
麿
プ
ト

ビ
ス
恋
客
参
れ
る
制
度
奎
寸
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
国
保
の
財

政
赤
字
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で
は
、

「
八
年
度
の
事
業
運
営
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
宇
治
市
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
、

こ
の
た
び
答
申
を
受
け
た
も
の

で
す
。

　
答
申
は
、
主
に
次
の
三
項
目

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

1
．
低
所
得
者
「
保
険
料
軽
減

制
度
」
の
充
実
と
保
険
料
率
の

改
定

　
近
ご
ろ
の
経
済
状
況
を
考
え
、

で
き
る
限
り
の
財
政
上
の
手
立

て
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
保

表１　保険料についての答申

．．　　．・　　　　　　　〈現　行〉〈〈答　申〉

　　所得割率　　＼　　9.0％　　　　8.4％

　　均等割･額　　　19,400円＼　　24,600円

　　平等割額　　　27,700円　　29,000円

　　賦課限度額　　　480,000円　∧500,000円

　　　　　　　（賦課限度額の国基準は520,000円）

険
料
率
を
改
定
。
そ
の
率
は
最

小
限
度
の
全
体
で
丁
三
％
増

と
す
る
（
左
表
１
参
照
）
。
更

に
、
低
所
得
者
の
保
険
料
負
担

軽
減
制
度
の
充
実
を
図
る
と
し

て
い
ま
す
（
左
表
２
参
照
）
。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
年
度
の
医
療

費
支
出
を
見
越
し
た
、
適
正
な

保
険
料
率
を
設
定
す
べ
き
と
の

観
点
に
立
っ
た
も
の
。
今
回
の

答
申
で
は
、
所
得
水
準
な
Ｉ
く
、

家
計
の
中
で
保
険
料
の
占
め
る

割
合
の
小
さ
い
層
に
は
応
分
の

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
医
療
機
関
に
掛
か
る
機
会

は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
均
等
で

あ
る
こ
と
を
考
え
、
受
益
者
で

あ
る
加
入
者
全
体
に
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え

方
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
低
所
得
者
に
対
し
て

は
、
国
の
制
度
を
利
用
し
て

「
保
険
料
軽
減
制
度
」
の
対
象

者
を
増
や
す
と
共
に
、
軽
減
率

も
大
き
く
し
、
同
時
に
こ
の
制

度
の
導
入
に
よ
り
得
ら
れ
る
負

担
金
な
ど
公
費
財
源
の
増
を
期

待
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

（
率
改
定
・
軽
減
制
度
の
拡
大

後
の
保
険
料
は
左
表
３
参
照
）

な33, (D十口十(Dの合計額力嘱課限度額を超xtc場合の保険料は、賦蒔

限度額ということになります。　　　　　‥　　‥＜　　　＼

2
.
「
国
保
運
営
安
定
化
計
画
」

の
自
主
策
定

　
市
の
一
人
当
た
り
の
国
保
医

国民健康保険課

　容内線2267

3
.
「
国
保
財
政
調
整
基
金
」

の
活
用

　
　
「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
伝

染
病
の
流
行
や
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
備
え
た
も
の
で
、
将

来
に
向
け
て
の
安
定
運
営
の
保

障
と
な
る
も
の
で
す
。

　
答
申
で
は
、
そ
の
基
金
の
充

実
を
基
本
的
に
訴
え
つ
つ
、
当

面
は
、
①
疾
病
予
防
・
健
康
促

進
の
保
健
事
業
に
生
か
す
②

基
金
保
有
目
標
額
を
維
持
し
な

が
ら
、
中
期
的
展
望
に
立
っ
た

国
保
財
政
運
営
の
調
整
機
能
と

表2　低所得者「軽減制度」の改善　　（例示：２人世帯で）

　　……　〈現　　行〉　　　　　　〈答　　申〉

均等割・平等割を　　

　　６割軽減（所得33万円以下）　　　　→　７割軽減

　　４割軽減（所得33万円超57万円以下）→　５割軽減

　　軽減なし（所得57万円超101万円以下）→　２割軽減し

市・府民税の申告

は3月15日(金

)までに

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
も

う
お
済
み
で
す
か
。
申
告
期

限
は
三
月
十
五
日
吻
で
す
。

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
窓

し
て
有
効
に
働
か
せ
る
③
将

来
的
な
基
金
の
目
標
額
を
必
要

に
応
じ
随
時
検
討
す
べ
き
、
と

し
て
い
ま
す
。

表３　答申に基づく所得段階別にみた保険料改定内容（年額）

所　　得 現行料金（円） 改定後の料金（円）増減（円）

33万円以下 26,600 23,460 ・▲3,140

50万円 55,200 53,380 ▲1,820

100万円 126,800 !18,840 ▲7,960

200万円 216,800 218,480 1,680･

.300万円 306,800 302,480 ▲4,320

400万円 396,800 386,480 ▲10,320

500万円 480,000 470,480 ▲9,520

600万円 480,000 500,000 20,000

＊表は家族２人、うち所得のある人１人で、自営業者を想定したもの。

　
答
申
で
は
こ
の
ほ
か
、
国
保

事
業
運
営
を
廊
尖
与
る
た
め
、

国
・
府
・
市
や
医
療
機
関
、
国

保
加
入
者
な
ど
、
国
保
事
業
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
・
努
力

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
。

次
の
七
つ
の
項
目
の
実
施
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

①
医
療
費
適
正
化
対
策
の
徹
底

的
推
進

口
が
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
要
な
証
明
書
、
領
収

書
な
ど
を
そ
ろ
え
て
出
来
る

だ
け
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
必
ず
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
さ
れ
た
人
は
、
市
・
府

民
税
の
里
ほ
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
申
告
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
市
民
税
課
（
容

内
線
2
1
2
1
）
へ
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
も
三

月
十
五
日
面
ま
で
で
す
。
還

②
保
険
料
収
納
率
向
上
対
策
の

徹
底
的
推
進

③
保
健
事
業
活
動
の
充
実

④
加
入
者
へ
の
啓
発
推
進

⑤
国
・
府
支
出
金
の
増
額

⑥
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

⑦
事
務
執
行
体
制
の
更
な
る
効

率
化
推
進

　
　
　
　
　
◇

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を

十
分
に
尊
重
し
、
国
保
事
業
の

運
営
安
定
化
に
努
め
て
行
き
ま

す
の
で
、
加
入
者
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

ご
協
力
願
い
ま
す
。

遅れると大変！

4月から国民健康保険料の

遡及期間が2年に

付
申
告
は
郵
送
な
ど
で
お
早

め
に
。
問
い
合
わ
せ
は
宇
治

市
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　
市
で
は
、
市
税
の
納
付
に

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
払

い
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

八
年
度
分
か
ら
口
座
振
替
払

て
め
で
納
な

っ
納
間
を
う
』

な
り
年
料
よ
凱

に
及
１
険
の
・
こ

入
遡
は
保
記
り

加
＝
在
て
下
て
ち

未
ぐ
現
っ
　
｀
し
ま

｀
て
　
・
ぽ
で
を
れ

と
づ
す
の
の
き
さ

る
ぽ
ま
か
す
続
付

れ
の
い
さ
ま
手
給

遅
か
て
間
り
に
ら

が
さ
っ
年
な
内
か

け
を
な
２
に
以
日

届
料
に
は
と
日
出

入
険
と
ら
こ
1
4
け

加
保
こ
か
く
ず
届

の
の
く
月
だ
必
は

へ
間
だ
４
た
は
費

保
期
た
　
ヽ
い
に
療

国
た
い
が
て
合
医

　
い
て
す
め
場
＊

税
務
署
（
a
4
4
・
４
ｆ
４
１
）

へ
。

い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
は
三
月
末
日
ま

で
に
、
市
・
府
民
税
は
四
月

末
日
ま
で
に
所
定
の
依
頼
書

で
申
し
込
み
を
。
問
い
合
わ

せ
は
納
税
課
（
昔
内
線
2
1

3
2
）
へ
。

　
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生

硲
鼻
冨
た
め
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ラ
ー
ジ
ボ
ト
ル
卓
球
、

ソ
フ
ト
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
市
民
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
…
３
月
3
0
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
半

▼
場
所
・
・
・
黄
粟
体
育
館

▼
定
員
・
：
先
着
5
0
名
（
全
員
に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
）

▼
参
加
費
：
蜘
料

▼
申
し
込
み
・
：
国
民
健
康
保
険

課
（
容
内
線
2
2
6
5
）
。

｛
り5 9

・宇治市に転入した

・職場の健康保険をやめた

・職場の健康保険の被扶養者からはずれた

・子供が生まれた

・生活保護を受けなくなった

国保へルスパイオニアタウン事業

7
年
度
市
税

納
め
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か

白雪悶悶靉難難順順靉羅察懇願

朧朧朧朧　言

健康づくりしましょう

ニュースポーツ体験教室

国
民
健
康
保
険
の
課
題

―
財
政
運
営
の
安
定
化
を

今
回
の
答
申
内
容

―
新
軽
減
制
度
も
導
入

療
費
は
、
全
国
平
均
よ
り
高
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
改
善
す
る
に
は
、
医
療
費
の

抑
制
・
適
正
化
を
更
に
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

引
き
続
き
「
安
定
化
計
画
」
を

自
主
的
に
策
定
し
、
健
康
推
進

事
業
な
ど
保
健
・
福
祉
と
の
連

携
を
強
め
、
市
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

参加者募集

こんなときは
14日以内に
届出を！
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一
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一
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一

利
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一

昨
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一
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一
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政
一
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一

治
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一

宇
一

　
一

　
一
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公民館・青少年センター

■木幡公民館(S32-8290)

　〈男の料理入門〉【＞３月16日出･

23日出午前10時～午後１時[＞内容

…包丁の研ぎ方や調理実習｢ピー

マンと豚肉のみそ炒め｣など[〉指

導…食生活改菩推進員協議会｢若

葉の会｣[〉定員…先着20人[〉費用

…1000円(材料費)回同館。

■大久保青少年センター(a44-7

　447)

　圃親子天文教室と野外活動教室

は申し込み必要。ほかは直接セン

ターへ。〈チャレンジ広場〉[＞3

月９日出､午前９時～正午[＞内容…

①体操教室(lO時まで)②手作り

教室＝動物や花のワッペン作り③

一輪車とバドミントン教室レ対象…

小学生以上。　〈一日動物園〉[＞３

月17日(日)、午前10時～午後３時

(雨天の場合24日(日))(〉残菜があ

れば持参を。　〈親子天文教室〉）

３月22日出、午後７時～９時(雨

天の場合23日出)C〉対象…小学３

年～中学３年生とその親[〉定員…

先着30人[＞指導…山西天文台・山

西重男さん　くジュニアリーダー

養成講座｢野外活動体験教室｣〉

[＞３月23日出午前10時～午後３時

[＞内容…野外料理作りと竹細工[＞

対象･‥小学３年～中学３年生E〉定

員…先着20人C〉費用300円E〉指導…

市レクリエーション協会。く春休

み映画会〉[〉３月27日出午後10時

半～11時半と午後２時~3時E〉作

品…｢忍たま乱太郎｣ほか。くお

はなし会〉E〉3月６日附・13日m、

午後3時半~4時[〉対象…幼児と

小学校低学年E〉内容…紙芝居や絵

本読み聞かせなど

第10回

　宇治公民館まつり

｢すてきな出愛､ふれ愛ひろば｣

３月９日仕}午前10時～午後８時半

　　10日(a)

･　～午後4時

　記念講演や展示、発表、模

擬店など楽しい催しがいっぱ

い。気軽にお越しを。

回宇治公民館(Q21－2804)。

募　集

■嘱託保健婦・看護婦

　[〉勤務…月12回程度(4月以降)、

午後１時― 5時[〉内容…がん検診

の補助など[〉人数…若干名。回

資格の免許証と履歴書を持って３

月７日出までに健康医療課(a内

線2333)へ。

■行政サービスコーナー嘱託職員

　登録者

　市が市内各所に設置している行

政サービスコーナーで住民票の発

行などの事務を担当する嘱託職員

の登録者を募集します。C〉条件…

45歳位までの女性。できればワー

プロやパソコンを使える人（その

旨履歴書に記入）［＞勤務日…週３

～４日間の半日（午前および午後）

または、週５日間の全日（午前８

時半～午後５時）圃履歴書を市

民課（a内線2204）へ持参､郵送も

可。登録者から必要に応じ選考、

雇用します。

　　交通災害共済・火災共済中途加入受け付け中く

加入希望の人は、最寄りの市内金融機関（郵便局を除く）か、交

1通対策課窓口で手続きを。圃同課(s内線2258）。

　○共済期間…払い込み日の翌日から８年11月30日まで

／○会費…月割（例：３月加入の場合は交通災害共済１人360円、

　　火災共済1 P360円｡火災共済は一世帯２口まで）

■神明学区福祉バザー

　C〉3月３日(日)、午後１時～。神

明小学校体育館　囲社会福祉協議

会(S22-5650)。

■'96宇治共同作業所＆のびのび

　まつり

　[〉３月３日(日)、午前10時～午後

３時。同所C〉内容…ステージ(作

業所仲間の会の発表、古本若手の

漫才や大抽選会など)、模擬店、

ミニバザー、自主製品販売など

回同所(Q32-2024)。

講座・教室

・第19回歴史講座

　[＞3月10日(a)、午後２時～、中

央公民館[＞内容…講演｢中世人の

　　　　　　　　　・　　　すりもの

死の作法一成仏を約束した摺物に

ついてー｣＝神戸市立博物館学芸

員・問屋真一さん回歴史資料館

(S20-1311)へ。

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター(a46-0

688)へ。　くワープロ初級一太郎V

er.5〉>4月１日～４月11日の月・

火・木・金曜、午前９時半～午後

3時半＞1万2200円。くワープロ

初級ワードW.3.1版〉E〉4月４

日～22日の月・木曜、午後６時半

～９時[〉9000円。くワープロ初級

一太郎W.3.1版〉[〉４月７日～

５月19日の日曜、午前９時半～正

午＞9000円　〈ワープロ初･中級〉'

[〉３月21日～３月29日の月～金曜、

午前９時半～午後３時半[＞1万22

00円。くワープロ中級一太郎W.3.

1版〉≫4月４日～22日の月・木

曜、午後６時半～９時[＞9000円。

　〈簿記初級・日商簿記3級受験〉

C〉4月１日~6月６日の月・木曜、

午後６時半~9時[＞1万2500円。

　〈宅地建物取引主任者受験〉[＞4

月３日~8月22日の水曜(一部木・

金)、午後６時半～午後９時[＞1

万8500円。くj毎外で役立つ英会話･

初級〉E〉4月６日~9月28日の土

曜、午前９時半～正午[＞３万1500

Mo

■一人暮らし老人の会の料理教室

　[〉３月12日脚、午前10時~午後

２時。広野公民館[＞対象…60歳以

上で一人暮らしの人C〉献立‥･菜の

花ご飯や春巻きなど[〉協力…青梅

グループ＞H用…100円　国社会

福祉協議会(S22-565O)

お知らせ

■就職支度金の支給

　[〉対象…今春、中学校・高等学

校・技能修得施設を卒業し、１ヵ

月以内に就職する人で、就職に必

要な費用の支出が困難な人(所得

が生活保護基準の1.8倍以内の世

帯)C〉支給額…５万５千円以内

圃福祉総務課(S内線2303)にあ

る申請用紙で。

・就学援助

　[＞対象…経済的理由で就学が困

難な市立小･中学校の児童･生徒の

保護者[＞所得基準…夫婦と子供２

人の場合で、前年の総所得金額が

おおむね290万円以下[〉援助対象…

学用品費、校外活動費、修学旅行

費、給食費、学校保健法で指定さ

れた病気の治療費など　国各学校

　国学校教育課(S内線2611)。

満1歳になり

ました

募

集

中村　円香ちゃA-

H7.2.15R ／宇治蔭山

谷Ｏ

なってね／

7年3月生まれめお子さん。

８日團までに広報課(内線2070)へ

れ
牡
れ

っ
り
の
剪
簒
謳
愕

ま
す
・
当
日
は
薦
（
野
が
）
ヽ

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
（
海
原
さ

お
り
・
し
お
り
ほ
か
）
、
炭

宇治川さくらまつり

宇治公園

　　中の島で

山
陶
器
ま
つ
り
な
ど
楽
し
い

縫
瀧

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
保

持
と
福
祉
の
増
進
を
凶
る
た
め
、

高
齢
者
が
市
内
の
施
術
所
二

部
契
約
外
の
施
術
所
を
除
く
）

で
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

指
圧
・
は
り
・
き
ゅ
う
な
ど
の

施
術
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
高
齢

者
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指

圧
・
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高齢者　あんま・マッサージ・指圧･はり･きゅう

施術助成証明書の

平
成
８
年
度
分
の
助
成
証
明
書

の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
次
の
要
領
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
…
宇
治
市
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、

平
成
８
年
４
月
１
日
現
在
、
満

6
5
歳
以
上
の
人
（
近
々
満
6
5
歳

に
な
る
人
は
誕
生
日
以
降
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
請
の
方
法
ぺ
・
市
内
の
各
公

民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
契
約
施

術
所
に
設
置
し
て
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
察
記
入
・
押
印
し
、

市
役
所
長
寿
社
会
対
策
課
へ
持

参
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
2
2
日
面
ま
で
に
申
請
し
た

人
に
は
、
３
月
末
に
助
成
証
明

書
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項
…
７
年
度
分
の
助

成
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
月

3
1
日
ま
で
で
す
。
４
月
に
入
る

と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
７
年

度
分
の
助
成
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人
で
交
付
を
希

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
消
防
本
部
で
は
市
民
一
人

ひ
と
り
の
火
災
予
防
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
火
災
か
ら
大
切

な
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
三
月
一

日
團
か
ら
七
日
俐
ま
で
展
開
。

ま
た
、
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
林
野
火
災
や
車
両
火
災

の
予
防
運
動
も
併
せ
て
行
い
ま

す
。

　
期
間
中
に
は
、
様
々
な
広
報

活
動
を
始
め
市
内
各
所
で
消
防

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

災
害
に
備
え
て

　
　
日
ご
ろ
の
火
の
用
心

　
市
で
は
病
気
や
事
故
な
ど
の

後
遺
症
の
た
め
に
日
常
生
活
に

支
障
の
あ
る
人
を
対
象
に
地
域

リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
病
気
や
障
害

の
た
め
に
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ

と
が
な
い
よ
う
身
近
な
場
所
で

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
ら
う
も
の

で
す
。
今
年
度
は
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
約

八
十
人
が
教
室
に
参
加
し
、
訓

練
の
お
か
げ
で
生
活
空
間
が
広

が
っ
た
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
教
室
に
入
っ
て

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し

ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
者
・
：
日
常
生
活
に
支
障

の
あ
る
身
体
的
な
障
害
を
持
つ

4
0
歳
以
上
の
人

◆
場
所
・
：
総
合
福
祉
会
館
、
木

幡
・
開
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

東
宇
沿
・
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
広
野
公
民
館

◆
内
容
…
医
師
の
診
察
、
理
学

療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士
に

よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
集

団
リ
ハ
ビ
リ
を
４
月
か
ら
月
２

回
程
度
実
施
。
送
迎
も
あ
り
ま

す
。

◆
申
し
込
み
方
法
…
３
月
Ｈ
日

間
ま
で
に
電
話
で
健
康
医
療
課

（
容
内
線
2
3
3
3
）
へ
。
受

け
付
け
後
、
訪
問
か
電
話
で
障

害
の
状
態
や
介
護
者
の
状
況
な

ど
を
お
聞
き
し
、
選
考
し
ま
す
。

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

望
す
る
人
は
、
８
年
度
分
と
は

別
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
明
記

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
長
寿
社
会
対
策
課
（
容

内
線
2
3
4
6
）
へ
。

火の用心

7つのポイント

①寝たぱこやたぱこの投　

げ捨てはしない

②子どもにはマッチやラ　

イターで遊ばせない

面風の強い時はたき火を

　しない

④てんぷらを揚げるとき　

はその場を離れない

⑤家の周りに燃えやすい　

ものを置かない

⑥風呂の空だきをしない

⑦ストーブには燃えやす　

いものを近付けない

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
　
3
月
1
日
(
金
)
～
7
日
(
木
)

情報

BO

X 催　し

■第3回宇治ボランティア集会

　[〉３月17日(日)、午前10時~午後

４時。生涯学習センターE〉テーマ…

｢住み続けたいまちづくり-私た

ちと災害一阪神・淡路大震災から

学ぶ｣[＞内容…○基調講演＝京都

大学防災研究所助教授・林春男さ

ん、○シンポジウムC〉定員…200

人[＞5用…lOCX:]円(資料、昼食(尤)

　回ボランティア活動センター

(社会福祉協議会内Q22-5650)。

■難聴者のレクリエーション｢ボ

　一リングと交流大会｣

　[＞３月19日(火)、午後Ｏ時半。松

園ボウル2

階集合(近鉄小倉駅東)

[〉対象…難聴者・中途失聴者C〉参

加費…1000円　回o日(日)までに市

難聴者協会事務局・芦田良栄さん

(広野町大開151-28、昔･ファクス

兼用44-9024)。回福祉総務課(a

内線2306、ファクス22-7117)。

■耳のことなんでも講座

　[＞3月10日(日)、午後１時半～４

時半、西小倉コミュニティセンタ

ー[〉内容…補聴器の上手な使い方、

難聴者の社会参加、利用できる福

祉制度、要約筆記についてなど

回福祉総務課(a内線2306、ファ

クス22-7117)。

8年度分交付申請受け付けます

8
年
度

参
加
者
募
集

-
前売り券発売中

第20回記念

4/6(土)・

7(日)



　
」

　
」

0 9 0 9
　
」

荊
」

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時~10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■宇治こころの電話　午前9時~午後

　５時（土･日･祝日を除く）。青少年問

　題の悩みなどお気軽に。昔24－0800。

・青少年相談　12日（火）､午後１時～４時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～３

　時半、総合福祉会館。定員は１回につ

　き先着10人。社会福祉協議会a23－08

　57へ電話予約を。受け付け順に相談日・

　時間を決めます。

■心配ごと相談　毎週月･火･水･金曜、

　午前10時～午後３時、総合福祉会館。

　何でも相談。囲社会福祉協議会容23－

　0857．

■社会保険相談所　27日伽＝小倉公民館、

りよだ政市治宇 ｊ４ぐ行宍月３
｛
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　午後１時半～4時。年金・健康保険な

　ど。回]国民年金課(a内線2309)。

■京都府交通事故相談　６日出･21日困、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。区同振興局(a21-2049)。

■暴力にかかわる困りごと相談　４日(月k

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。圓京都府

　暴力追放運動推進センターｔ〕75－451－

　8930．

こ
施
版
ご

　
ヽ
実
度
を

は
を
年
ｊ

で
業
フ
き

会
事
は
び

議
談
く
手

協
相
し
と

祉
種
詳
一

福
各
゜
ダ

会
も
す
ツ
へ

社
に
ま
レ
さ

　
｀
か
い
力
だ

市
ほ
て
民
く

　
の
し
肺
覧

本
　「はじめて就職するあなたへ」残間里江子

著／ＰＨＰ研究所

　一人でも多くの女子学生が「働くことは素

晴らしい」と思える仕事を見付けられるよう

に、就職戦線をクリアするための具体的なヒ

ントが書かれています。新しい人生め扉に向

かっで、元気が出る本です。

＼「モンゴメリ日記十九歳の決心ＪＬ・Ｍ・

モンゴメリ著／桂宥子訳／立風書房

犬「赤毛のアン」の作

者、モンゴメリの青春

時代の日記をまとめた’

本です6教師になる決

心をし学業に情熱を傾

けた19歳から、新たな

目標に挑む22歳までの

青春の悩みや喜びが率

直に綴られています。

　　「『蔵の町』をゆく」上・下／西田成夫構

成／小学館

　命富yr罵や羊術能、六－ルにかｎアいぷ

※
「
平
盛
」
は
四
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

蔵は、もとは酒蔵が多いってご存じでしたか、

この本では内部を工夫した数多くの蔵を紹づ1

しています。写真も多く、見るだけでも楽し

い本です。犬

　　「ちからをあわせて」／Ｎ・バトワースｎ

／はやしまみ訳／金の星社ト

　今日は、公園を守る仕事を七ているパーふ

ーの久し振りの楽しいお休み。動物だちとピ

クニックを楽しんでいたとき、ウサギが井戸

に落っこちた。早く助けなぐては¶

　　「早春の花のおりがみ」／桃谷好英・澄弓

著／誠文堂新十ネ＋

　早春の花の美しさを、

折り紙にしてみません

か。子供から大人まで

楽しく作れるように、

簡単な折り方から難し

いものまで、いろんな

花の折り方を集めまし

た。あなたも、挑戦し

てください。
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刀
一

央
治

　
宇
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東

Ｉ
■

ブでも
　
一

ニ

ー
｛

圃
圃
四
ｌ
幽
一
一
―
笠
取
・
池
尾
で
は
、
日
程
表
以
外
に
四
月
一
日
側
に
も
収
集
が
あ
り
ま
す
。

5
9

8

　
休
養
の
す
す
め

　
過
労
に
ス
ト
レ
ス
、
あ
な
た
は
大
丈

夫
で
す
か
。
働
き
過
ぎ
や
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
疲
れ
を
感
じ
た
ら
黄
信
号
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
病
気
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
上
手
に
休
養
を
取
っ
て
か

ら
だ
の
調
子
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
休
養

社
健
康
の
基
で
あ
り
、
人
生
の
大
切
な

リ
ズ
ム
な
の
で
す
。

　
休
養
に
時
間
を
使
う
の
は
む
だ
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
で
、
や
る
気
が
起
こ
り
、

多
少
の
困
難
で
も
乗
り
切
る
力
が
出
て

き
ま
す
。
①
ゴ
ロ
寝
で
は
な
く
、
体
を

動
か
し
心
に
も
い
い
汗
を
か
こ
う
。
②

熱
中
で
き
る
趣
味
を
持
と
う
。
趣
味
は

心
身
の
栄
養
剤
で
す
。
③
自
分
や
家
族

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
目
を
向

け
る
こ
と
も
生
き
が
い
づ
く
り
に
な
り

ま
す
。
④
一
週
間
の
ス
タ
ー
ト
は
休
日

か
ら
。
休
日
を
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ァ
ッ
プ

の
日
に
し
よ
う
。
こ
れ
以
外
に
も
自
分

に
合
う
休
養
法
を
見
付
け
、
ゆ
と
り
の

あ
る
毎
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
一
年
間
、
「
運
動
・
栄
養
・
休
養
」
と

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
に
つ
い
て
考
え

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
常
の
生

活
習
慣
に
深
く
根
差
し
た
も
の
で
す
。

運
動
不
足
、
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、

ス
ト
レ
ス
の
増
大
な
ど
、
私
た
ち
の
周

り
は
健
康
を
損
な
う
要
因
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
そ
れ
ら
を
一
つ
で
も
改
め
、
健

康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
あ

な
た
自
身
で
す
。
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